
論文審査の結果の要旨 記入要領 

 

課程博士の場合 

題目 論文のタイトル 例）Processing and stability of type IIc sodium-independent ........ 

      (日本語訳）     （高カルシウム尿を伴う遺伝性・・・・・） 

著者 Full Name   例) Sakiko Haito-Sugano, Mikiko Ito, ......... 

                           申請者にはアンダーライン 

 

(受理済の場合） 受理された日付 (西暦） Full Journal Name に受理済  

   例) 2011 年 12 月 6 日 American Journal of Physiology Cell Physiology に受理済 

   Accept の証拠となる書類をつけること 

 

(E-pub に掲載済の場合、ただし製本された掲載の場合のみ、投稿版で掲載されている場合は 

受理済の様式に従う） 

   例) 2011 年 12 月発行 American Journal of Physiology Cell Physiology の電子版 

     (PMID:     )に発表済 

   電子版のコピーを添付 

(印刷版に掲載済の場合は、以下の様に記載のこと） 

例) 2010 年 12 月発行 American Journal of Physiology Cell Physiology, 第 100 巻, 第 7 号,  

  3719-3730 ページに発表済 

   論文のコピー添付 

 

要旨 

 

 



論文博士または早期修了者の場合 

題目 ２つの論文の総合タイトル 例）Characterization of peptide transporter 

      (日本語訳）       （ペプチドトランスポーターの特徴付け） 

論文博士の場合、申請年度を含めて 10 年以内に 2 報ですので、どちらか一方の論文タイトルに

なることもあり得る 

第 1 論文  

(受理済の場合） 受理された日付 (西暦） Full Journal Name に受理済  

   例) 2011 年 12 月 6 日 American Journal of Physiology Cell Physiology に受理済 

   Accept の証拠となる書類をつけること 

 

(E-pub に掲載済の場合、ただし製本された掲載の場合のみ、投稿版で掲載されている場合は 

受理済の様式に従う） 

   例) 2011 年 12 月発行 American Journal of Physiology Cell Physiology の電子版 

     (PMID:     )に発表済 

   電子版のコピーを添付 

(印刷版に掲載済の場合は、以下の様に記載のこと） 

例) 2010 年 12 月発行 American Journal of Physiology Cell Physiology, 第 100 巻, 第 7 号,  

  3719-3730 ページに発表済 

   論文のコピー添付 

 

第 2 論文  

題目 論文のタイトル 例）Processing and stability of skeletal muscle-specific peptide  

                          transporter ........ 

      (日本語訳）     （筋肉特異的・・・・・） 

著者 Full Name   例) Sakiko Haito-Sugano, Mikiko Ito, ......... 

                           申請者にはアンダーライン 

   同上 

 

要旨 

 2 つをまとめたものでも、どちらか一方を記したものでも OK です。 


